
農 林 水 産 部

事 業 名
自然環境の保全と環境美化

やすらぎの森整備事業費 (緑の公共事業)

予 算 額 3 9 , 0 0 0  千円 新規 ・継続の別 継 続

事業内容

目  的

対  象

方 法 等

1 趣  旨

公有林 (府有林) を環境財と位置付け、府民のやす らぎの空間

等 として公益的機能がよ り良好に発揮されるよう、散策道整備や

かん木等の刈 り払いを実施 し、併せて新たな雇用を創出する。

2  事業概要
・ 散策道の整備
・ かん木等の除去

3  実施方法

(社) 京都府森 と緑の公社への委託

4  雇用見込人

実雇用 5 6 人

担当課 ・係名 森林保全課緑化推進係 課 ・係電話番号 075-4 14-5026

平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

共通 - 2 1



農 林 水 産 部

事 業 名
自然環境の保全・環境美化

病害虫等被害枯損木処理事業費 (緑の公共事業)

予 算 額 1 7 , 0 0 0  千円 新規 ・継続の別 継  続

事業内容

目  的

対  象

方 法 等

1 趣  旨

松 くい虫等の被害木の伐採等を実施 し、景観保全、危被害防止

に資するとともに、新たな雇用を創出する。

2  事業概要
・ 枯損木の伐倒処理

3  実施方法

森林組合への委託

4  雇用見込人員

実雇用 1 6 人

担当課 ,係名 森林保全課造林係 課・係電話番号 075-414-5024

平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

共通 - 2 2



農 林 水 産 部

事 業 名
自然環境の保全・環境美化

野生鳥獣生息動態調査事業費

予 算 額 6 , 0 0 0  千円 新規 ・継続の別 継  続

事業内容

目  的

対  象

方 法 等

1 趣  旨

ニホンずルを対象に、捕獲して発信器を装着したものを放獣し追
跡調査を行い、今後の被害対策や個体数管理等の基礎資料を得るこ
とにより、人と野生鳥獣との望ましい共生形態の実現を図る。

2  事業概要
・ 捕獲情報調査

・ 生息状況調査

3  実施方法

民間への委託

4  雇用見込人数

実雇用 6 人

担当課 ・係名 森林保全課緑化推進係 課 ・係 電話番号 075-4 14-5026

平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

共通 - 2 3



農 林 水 産 部

事 業 名
自然環境の保全 ・環境美化

森林公園環境整備事業費

予 算 額 6 , 0 0 0 千 円 新規 ・継続の別 新 規

事業内容

目  的

対  象

方 法 等

1 趣  旨

「府民の森ひよし」における森林の景観維持と入園者の安全確保

のため、林内の松 くい虫被害木の伐倒駆除と過年度被害木の伐採を

実施するとともに木製施設の維持管理のため園内の木柵、四阿につ

いて防腐剤の塗布を行 う。

また、 開園後 2 0 年が経過する山城運動公園内の 「野鳥の森」

の木造野鳥観察小屋、標柱の維持管理のため、防腐剤の塗布及び案

内板の修復を行 うとともに観察小屋周辺の樹木の環境整備を実施す

る。

2  事業概要

・伐倒駆除

・被害木伐倒処理

・樹木環境整備

・防腐剤塗布

3  実施方法

(社) 京都府森 と緑の公社への委託

4  雇用見込人数

実雇用 8 人

担当課 ・係名 森林保全課 課 ・係 電話番号 075-4 14-5029

平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

共通 - 2 4



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

土木建築部

事 業 名

自然環境の保全 ・環境美化

土木建築部関係 緊急雇用創出基金事業費

予 算 額 8 5 , 0 0 0  千円 新規・継続の別 継 。 続

穀
√
―
―
―
―
―
―
―
―
ヽ

1 趣  旨

土木建築部が所管する道路、河川、公園、港湾などにおいて、清掃、
除草などの美化事業を実施する。

2 事業概要

区

分
事 業 名 内 容

① 道 路 環 境 保 全 事 業 道路側溝の清掃、路肩除草

② 河 川 美 化 促 進 事 業 河川の除草、清掃

③ 都市公園環境保全事業 都市公園の枯損木伐採処理等

3 実施方法     委  託

4 雇用見込人数   実雇用  1 4 3 人

担当課 ・係名

① 道路整備課
② 河 川 課
③ 公園緑地課

係

係

係

備

理

理

整

管

管

課 係 電話番号

①
②
③

075-414-5265

075-4 14-5284

075-4 14-5271

共通 - 2 5



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

総 務 部

事  業  名
文化・教育の振興等

私 立 幼 稚 園 補 助 教 員 等 設 置 事 業 費

予  算  額 2 3 , 0 0 0 千円 新規 ・継続の別 継 続

事
　
　
侮
ド
陥
ぽ
‐．じ

業 容
　
　
「
―
―
―
―
ジ

内
　
　
的
　
象
　
等

1 趣  旨

特色ある教育活動を展開 している私立幼稚園に補助教員等を

設置 し、預かり保育、満 3 歳児の受入及び幼稚国生活の指導等

について支援する。

2  事業概要

補助教員等の確保  1 0 0 人 (園)

3  実施方法

団体への委託

4  雇用見込人数

実雇用   1 0 0 人

担当課 ・係名 文教課庶務係 課 ・係 電話番号 075-414-4516

共通 - 2 6



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

企画環境部

事  業  名

文化 ・教育の振興等

障害者等 I T 活用促進事業費

予  算  額 1 4 , 0 0 0  千円 新規 ・継続の別 継 続

事 業 内 容

目  的

対  象

方 法 等

1 趣  旨

障害者と障害者を支援する家族等を対象として、パソコンの機器
操作や利用に関する相談会を実施することにより、障害者の情報バ
リアフリー化の促進を図る。
また、障害の有無に関係なくホームページから情報を収集できる

よう、視党障害者による府ホームベージの点検作業を行う。
事業を通じて、地域の雇用 ・就業機会の創出を図る。

2 事業概要

(1) パソコンの機器操作や利用に関し、障害者や障害者を支援する家
族等を対象に相談会を開催する。
①開催場所  府内数か所
②開催期間  平成 1 6 年4 月～平成 1 7 年 3 月

(2) 府ホームベージの点検 ・修正指導を行う。

3 実施方法

障害者団体等へ委託

4  雇用見込人数

実雇用  1 7 人

担当課 ・係名 企画参事 (I T 推進担当) 課・係 電話番号 075-4 14二4386

共通 - 2 7



事 業 名 文化 ・教育の振興等 
i

古文書等電子 目録作成事業費

予  算  額 1 0 , 0 0 0 千 円 新規 ・継続の別 継   続

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

1  目  的

歴史的 ・学術的 ・文化的価値の高い府立総合資料館所蔵資料に

ついて、電子 目録を作成することによ り必要な整理 ・保存 ・管理

を行い、もって利用者の利便向上を図る。

2  業務内容

所蔵資料の書誌データ作成

3  実施方法

委 託

4  雇用見込人数

実雇用  8 人

種   別 数 量 主 な 資 料 名

準貴重書 4 , 1 0 0 冊
”
集

か
巾搬お療

映
ヽ
貞

”集
、

小来
が
聞

わ
往
品
著

諭
訓
施今

ひ庭
主古

担当課 ・係名 文 化 芸 術 室  企 画 係 課 係 電話番号 075二4 14-42 17

平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

府民労働部

共通 - 2 8



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

府民労働部

事  業  名 文化 ・教育の振興等

京都文化博物館 にぎわ い創 出事業費

予  算  額 6 , 0 0 0  千円 新規 ・継続の別 新   規

事 業 内 容

的
　
象
　
等法

目
　
対
　
方

ｒ
ｌ
ト
ー
ト
ー
ー
ー
ー
ヽ

1  目  的

京都文化の発信拠点である京都文化博物館の活性化を図るため、

経営改善の取組と並行 して 「京都文化博物館の活性化検討会」での

専門家の意見等を踏まえ、近隣との連携や新たな誘客対策等の観点

か ら施設運営の改善を図るため、活性化方策を実施する。

2  内  容

◆ 三条通側誘客サイン設置

◆ 三条通側イベント用スペース整備

◆ プロモーションビデオ作成

3  実施方法

委 託

4  雇用見込人数

実 雇 用  6 人

担 当課 ・係 名 文 化 芸 術 室  総 務 係 課 ・係直通電話番号 075-4 14-42 17

共通 - 2 9



民  労

事 業 名
文化 ・教育の振興等

K Y O のあけばの大学―パワーアップ講座開催費

予 算 額 3 , 0 0 0 千円 新規 ・継続の別 継 続

容

「―
―
―
ゴ

内
　
的
象
等

業　目対鵜

事

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
」

1  目 的 ―

女性が社会活動への参画や経済的自立に向けた 自信、動機づけを図るこ
とができるよう、 K Y O のあけぼの大学の一環としてパソコン講座などを
開催する。

2  事業内容

パソコン講座 6 コース

定 員 各 2 5 名程度

事業対象

社会活動へ参画を目指す女性

自立を目指す女性

自立を目指す D V 被害者等

※女性総合センターにおいて開催

3  実施方法

委 託

4  雇用人数見込み (実雇用)

1 2 人

担当課 ・係名 女性政策課推進係 課 ・係 電話番号 075-414-4292

平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

府

共通 - 3 0



事  業  名

文化 ・教育の振興等

多毛拝計7 L 封電円序筆婁お竜含ヒド■」L S = 遊葉翼巨掛驚藤義

予  算  額 2 5 ,  O O O 千 円 義用断1・親封協商つ月J 継  続

容
　
「明
矧
掛
刊

内

業

1  趣    旨

職能技術者の再就職先が決定するまでの間、当該機能技術者を活用し、授産施設や

共同作業所に通所又は入所している陣馨者を対象にした翻 l際を行うことにより、

失業中の職能技術者の雇用支援を図るととも!二 共同作業所等に遇所 ・入所している

障害者の技術力向上及び授産製品の質の向上を図る。

2  事 業 概 要

事 業 内 容

職能般締幡の扇朝脳先が決定するまでの間、当該職能技術者を

活用し、授産施設や共同作業所に通所 ・入所している障害者を対

象にし劇瞬閣1練を行う。

豪 施 方 法 共     の委託

対 象 施 設 知的障害者授産施設

共同作業所等

線 士黄試割と言ヨ塾層J 本工 鰹 隅 ほ 軸 食品等

雇用予定期間 原則5 0 日以内

雇用見込人数 実 雇 用  7 3人

担当課 ・係名 障 害 者 保 健 福 祉 課  施 設 担 当 課・係 電話番号 075-414-4600

平 成 1  6 年 度  聖 争初 予 算 案 主 要 事 コ頃 説 明

停干領轟報嘉約此音F

共通 T 3 1



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

教育委員会

事  業  名

文化 ,教育の振興等

養護学校高等部進路支援事業費

予  算  額 1 3 , 0 0 0  千円 新規 ・継続の別 継  続

事 業 内 容

的

　

象

　

等法

目

　

対

　

方

√
―
―
―
―
―
―
ヽ

1 目 的

情報化の進展や昨今の経済状況など社会状況の変化などから、障害
のある生徒の就労状況は年々厳しさを増している。そのため、各養護
学校の進路指導体制を強化し、希望進路の実現を図る。

2  事業概要

事  項 説 明

時 間 数 1 日6 時間、週 3 日程度
期  間 5 月から2 月までの9 月
配 置 校 養護学校高等部設置校 (7 校)
内  容 進路担当者が職場開拓や職場実習支援に出張する際の

後補充講師を配置

3  実施方法

各学校による直接雇用

4  雇用見込人数

実雇用     8  人

担当課 ・係名 障害児教育課 企 画 調 整 係 課 ・係 電話番号 075-414-5835

共通 - 3 2



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

教育委員会

事  業  名

文化 ・教育の振興等

基 礎 学 力 充 実 指 導 員 配 置 事 業 費

予  算  額 3 0 , 0 0 0 千円 新規 ・継続の別 継  続

事 業 内 容

目  的

対  象

方 法 等

1 趣  旨

基礎基本の徹底による学力の充実 ・向上を図るため、家庭との連携
も視野に入れた学習指導や教育相談を実施する。

2  事業概要

( 1 ) 事業内容

学校の空き教室や公共施設等での学習指導 ・教育相談

ア それぞれの児童生徒に対応した学習教材等に基づく学習指導
イ 教育相談

(2 ) 配置校数 4 0 校  (小学校 2 0 校 : 中学校 2 0 校)

3  実施方法

直接雇用

4  雇用見込人数

実雇用   4 0 人

担当課 ・係名 学 校 教 育 課 指 導 第 1 係 課 ・係 電話番号 075-414-5833

共通 - 3 3



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

教育委員会

事  業  名

文化 ・教育の振興等

教育情報化コーディネーター配置事業費

予  算  額 4 8 , 0 0 0 千円 新規 ・継続の別 継  続

的
　
象
　
等法

目
　
対
　
方

√
―
―
ト
ー
ー
ｌ
ｔ

事 業 内 容

1 趣 旨
l T 活用に関する専門家を各府立学校に派遣し、授業や校内セキュ

リティ対応等を支援

2  業務内容
◇コンピュータを活用した授業 ・部活動 ・教材作成等の支援
◇ヨンピュータ活用に関する教職員研修等の支援
◇校内業務におけるコンピュータ有効活用の支援
◇校内セキュリティ対応への支援

3  実施方法
民間企業等への委託

4 対 象 校
全府立学校 (58校)

5  派遣期間
1年間 遇当たり3 ～8 時間程度

6 雇用見込人数
実雇用 1 8 人

担当課 ・係名

障害児教育課
高 校 教 育 課

係
係
係

進

　

１

推
務
第

導
　
導

指
庶
指

課 ・係 電話番号

075-414-5835
075-414-5846
075-414-5856

共通 - 3 4



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

教育委員会

事  業  名

文化・教育の振興等
ボランティアヨーディネーター配置事業費

予  算  額 7 , 0 0 0 千円 新規 ・継続の別 継  続

事 業 内 容

的
　
象
　
等法

目
　
対
　
方

√
―
―
―
―
―
ｌ
ｔ

1 趣  旨

完全学校週 5 日制の実施など、教育を取り巻く環境が変化する中、
まなび教育推進プランを踏まえ、府内市町村や関係団体と連携しなが
ら、豊かな心を持ち、たくましく生きる子どもたちの育成を推進する。

2  事業概要

体験活動 ・ボランティア活動の場の開拓、情報収集 ・提供等を行う
コーディネーターを教育局等へ配置する。

3  実施方法

直接雇用

4  雇用見込人数

実雇用  6 人

担当課 ・係名 社 会 教 育 課 振 興 係 課 ・係 電話番号 075-414-5883

共通 - 3 5



平成 1 6 年度 当初予算案主要事項説明

商 工 部
教育委員会

事  業  名
< 不況 ・雇用対策> 教育分野

京の伝統工芸品教蕎活用推進事業費

予  算  額 1 0 0 , 0 0 0 千円 新規 ・継続の周U 継  続

容内業事

ヽ

―

―

―

ジ

的

象

等法

目

対

方

ｒ
ｉ
ｌ
ｌ
ヽ

◇ 趣  旨

学校週 5 日制の完全実施や新学習指導要領の全面実施によ り、体験的な学
習活動にも力を注がれることに注 目し、児童生徒に本物の伝統工芸品にふれ

る機会を提供することで、児童生徒の職に対する理解や、文化や伝統を尊重

する心や態度の育成を図るとともに、長引く不況の影響によ り厳 しい雇用 ・

経済情勢にある京の伝統産業の職人さんの仕事づ くりに資する。

◇ 実施概要

1  実演 ・体験実習等   (教育委員会所管劣 2 1 ,0 0 0 千円)

(1)公立小中学校、府立学校及び社会教育施設等において、体験実習を行 うな

(2)実施場所、回数及び活用内容

実 施 場 所 活 用 内 容 実施回数
府 府 立 学 校 授業での活用、クラブ活動での活用 5 0 回程度

郷土資料館等 上 ・日や夏休み等の体験事業

市町

本寸

小 中 学 校 授業での活用、クラブ活動での活用 5 0 回程度

公 民 館 等 土 ・日や夏休み等の体験事業
△
口 計 1 0 0 回程度

(3)雇用見込人数 実雇用 9 0 人

2  伝統工芸品の制作 ・提供   (商工部所管分 7 9 ,0 0 0 千円)

(1)染織額 ・陶磁器等の伝統工芸品を制作 し、学校に提供する。

(2)実施場所 ・内容等

実 施 学 校 府内小 ・中学校のうち約 2 0 0 校

※ 1 0 校程度は、「京の暮らし百景」(平成①⑫制作) 作

品を学校からの希望に応じ、積極的に提供。

活  用 学校のロビーでの展示や授業等で活用 し児童生徒が実際

に作品を見た り、触れた りして学んでもらえるよう工夫。

備  考 本年度で全校配付終了

制作等実績 ⑭ 2 1 4 校 ① 2 0 8 校

(3)雇用見込人数 実雇用 2 5 0 人

3  委託先

西陣織、京友禅 ・京小紋、京焼 ・清水焼、丹後織物等伝統産業産地組合等

担当課 ・係名 染網 ・工芸課 染織係
社会教育課  振興係

課 。係直通電話番暑 4 14_-48 5 6

4 14 -5 8 8 2
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平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

府民労働部

事  業  名 提 案 公 募 型 事 業

予  算  額 1 0 5 , 5 0 0  千円 新規 ・継続の別 継 続

1 趣  旨

売上高等が減少するなど経営環境の厳しい中小企業に対し、京都
府の実情に即した緊急性の高い事業で、府が取り組むべき行政課題
の解決につながる事業を提案公募により委託し、中小企業における
雇用の安定と雇用機会の創出を図る。

2  事業概要

(1) 実施方法
府が取り組むべき行政課題を具体的な事業分野及び事業例を示

すことにより、幅広い業種の中小企業から、地域の実情に応じた
事業等の提案を公募し、事業を選定の上、委託する。

な 公

募集する分野 具体的な事業内容

①ものづくり産業の振興に

資する事業

若年者等を対象とした体験事業 等

②人材育成に資する事業 各種の技能向上議習会や、情報化の推進、健康増

進等の講習会 ・講演会の開催事業 等

③若年者や障害者の職場体

験の推進に資する事業

職場経験の少ない若者や障害者を短期間雇用する

ことによる様々な職種の職場体験事業 等

④各種週間、月間事業など

のP R 促進に資する事業

ポスター、リーフレット、チラシ等の各種広報 ・

啓発資材の作成事業 等

⑤各種行政データの収集等
に資する事業

計画等の策定に向けた実態又は意向調査、施設の

維持・管理のための利用状況調査の調査・分析事業等

⑥地域の安心・安全の推進
に資する事業

災害等危険地域等の調査、データベースの作成 ・

提供、災書時における対処方法の講習会開催事業等

〔3〕公募期間
平成 1 6 年 5 月上旬から6 月上旬まで

“〕採択事業数
概ね 2 0 ～ 3 0 事業程度を想定

3  雇用見込人数  実雇用 1 0 0 人

担当課 ・係名 雇用対策プロジェクト 雇用促進チT ム 課・係 電話番号 075-414-5094
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平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

府民労働部

事  業  名 緊急雇用創出基金事業 (市町村事業補助)

予 算 額 1 , 5 1 8 , 0 0 0  千円 新規 ,継続の別 継 続

事 業 内 容

目  的

対  象

方 法 等

1 趣  旨

厳しい雇用失業情勢に対応するため、地域の特性を踏まえた臨時
応急の雇用創出につながる事業を、市町村において、緊急措置とし
て実施し、雇用 ・就業機会の創出を図る。

2 事業概要

(1) 「一般事業」
地域の特性を踏まえた臨時応急の雇用創出につながる事業を

緊急措置として委託又は直接雇用により実施することにより、
雇用 。就業機会の創出を図る。

惚) 「中小企業特別委託事業」
経営環境の厳しい中小企業に対し、事業を積極的に委託する

ことにより、中小企業の雇用の安定と雇用機会の創出を図る。

3  実施方法

市町村への補助

4  雇用見込人数

実雇用 2 , 3 0 0 人 (単位 :千円、人)

区  分 内 訳 事業費 実雇用見込人数

市町村事業

一 般 事 業 1,318,000 2, 182

中小企業特別委託事業 200,000 118

計 1,518,000 2,300

担当課 ・係名 雇用対策プロジェク ト 雇用促進チーム 課 !係 電話番号 075-414-5094

共通 - 3 8


